
労働災害等の防止対策の一例(参考) 

 

（１） 機械設備等の不安全な状態に対する防止対策 

・ 機械に挟まれ、巻き込まれ⇒機械に囲い、覆い等を設置する 

・ 高所からの墜落・転落⇒2ｍ以上の高所作業時は「墜落制止用器具」の装着、安全

な作業床の確保（作業床のある足場の設置）、手すり・中さん等の設置 

・ 転倒災害⇒床面を滑りにくくする、滑りにくい靴を履く、床の段差をなくす 

・ 適切な安全装置等を設置する 

・ 適正な保護具を使用する(安全靴・安全帽等) 

・ 機械設備の点検を定期的に実施する 

・ 安全装置、保護具を日常的に点検する 

・ 安全通路を定める 

・ 事業場内の整理整頓を行う 

・ 照明を明るくする 

（２） 労働者の不安全な行動に対応 

・ 安全な作業手順を定め、労働者に周知・徹底する 

・ 安全な作業手順どおり実行するように労働者に安全教育を実施する 

・ 災害事例を発表し、類似災害を防止するように注意を喚起し、労働者の安全意識を

高める 

・ 保護具の適正な使用方法を徹底させる 

・ 交通事故に対する交通安全教育を実施する 

・ 注意喚起のための掲示をする 

・ 腰痛防止のための作業方法の確立や体操を実施する 

（３） その他 

・ 安全衛生管理体制の確立⇒安全衛生委員会（月 1回以上開催）を活性化する 

ヒヤリハット事例を収集して防止対策を検討し、職場内

に徹底する 

・ 資格の必要な作業には有資格者を就かせる（無資格者は作業させない） 

・ 作業主任者の選任が必要な作業については、必ず作業主任者を選任する 

・ 事業場内の安全総点検（安全パトロール）を実施し、機械設備等の不安全な状態や

労働者が不 

i安全な行動を行っていないか点検する 

・ 職長教育を実施する 

  



 


